
海津市の小・中学校は・・・ 

３ブロック体制で、学校評価のあり方を研究しています。 

海津・平田・南濃の３つのブロックに分かれて、互いの学校評価の結果について交流を図っています。

これは、①小・中学校を見通した一貫した教育を行っていくこと、②互いのよさを取り入れて教育活動の

改善を図ることをねらいとしています。 

 

重点の評価項目を設定して学校評価のあり方を研究しています。 
平成２１年度、海津市のすべての小・中学校は各校で重点となる評価項目を設定し、学校評価のありか

たを研究しています。共通の重点評価項目は設定していませんが、「学習指導」はどの学校においても重点

項目に上げられました。これは、昨年度重点項目であった「学習指導」の課題を改善していくことをねら

いとしています。それらは、「人の話を聞く姿勢や、相手を意識して話す姿勢が育ってきているが、具体的

に話したり長く話したりする力が十分ではない。」、「家庭での学習習慣が十分身についていないと思われ

る。」といったことです。 

このように明らかになったことを踏まえて、来年度の具体的な改善策を立て、各学校と協議しながらさ

らなる改善に努めていきます。 

自己評価 教職員による評価 

 

海津市の小・中学校では、児童生徒がよりよい学校生活を送れるよう、学校の教育

活動や学校運営の改善と充実を目指し、次のように学校評価を実施しています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係者評価 学校関係者による評価（保護者・地域住民） 

 

 

実 行 

 

改 善 

 

目標設定 

 

評 価 

☆ 外部アンケート等 

児童生徒・保護者・地域住民

等を対照に行うアンケート等

による評価 

自己評価の資料として活用 

自己評価をもとに、教育活動や学

校運営の改善に関する意見を述べ

ます。 

 

 

公 表 自己評価と学校関係者評価の結果   

各学校のホームページや学校だよりにて公表 


